
建設・土木 

●洪水対策 

Ｑ． 

近年、全国的に洪水被害が多数発生しております。先日の村上市の豪雨の際も、家の近くを流

れる「中田川」におきましても道路や住宅周辺への越水が複数回発生しました。幸い、床上浸水

までは至りませんでしたが、いつ起きても不思議のない状況です。早急に、中田川の排水処理能

力の見直し・増強を実施していただきたいです。よろしくお願いいたします。 

 

（令和 4年 8月受付） 

 

Ａ． 

 塚の目２号雨水幹線は、都市下水路事業として整備が完了しておりますが、令和２年７月末の

豪雨から現在に至るまで、道路冠水などの浸水被害が複数回発生していることも十分に認識して

おり、私としても周辺地区の皆様に対し心苦しく思っております。 

 御指摘の道路冠水時に子供等が川へ転落しないための対策といたしまして、現地にはガードケ

ーブル・ガードパイプなどの転落防止施設はありますが、増水時においても更に水路と道路の境

目が分かるよう、デリネーターポールなどの設置を担当課に指示したところであります。 

 また、豪雨時の対応といたしまして、西名柄排水機場及び道賀排水機場を運転し中田川の雨水

を強制的に加治川へ排水するとともに、中田川の上流部に雨水が流入しないよう自動開閉ゲート

で排水系統を切り替える対応を行っております。 

 しかしながら、塚の目２号雨水幹線は、中田川へと流れていますが、中田川自体が未改修のた

め、豪雨の度に一時的に道路への冠水が生じております。中田川の下流部の新発田川及び新発田

川放水路は、既に整備済みであることから、根本的な改善策としては、中田川を改修し流量を確

保することで、現状より排水時間の短縮を図り、一連の流れがスムーズになることで、浸水被害

を軽減できるものと考えております。引き続き、市が参画する「一級河川中田川改修整備促進協

議会」を通じて、県に早期改修を強く要望してまいります。 

 

（令和 4年 8月 30日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


